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ロシア連邦（ RUSSIAN FEDERATION）  

山 形 県 立 米 沢 東 高 等 学 校  高 田 和 典  

 

１ ． 基 礎 デ ー タ  

① 地  形  ロ シ ア の 国 土 は 東 西 約 9 , 0 0 0 k m、 南 北 最 大 幅 約 4 , 0 0 0 k m に わ

た り 、北 は 北 極 海 、南 は 中 国 、 モ ン ゴ ル な ど ア ジ ア の 国 に 接 し

て い ま す 。 南 北 2 , 0 0 0 k m に 延 び る ウ ラ ル 山 脈 を 境 に 、 西 側 に

は 広 大 な 東 ヨ ー ロ ッ パ 平 原 が 広 が り 、東 側 に は エ ニ セ イ 川 に か

け て 続 く 低 地 、シ ベ リ ア の 高 原 や 山 地 が 広 が り ま す 。国 土 の 中

で も シ ベ リ ア は 非 常 に 広 大 で 、ロ シ ア 連 邦 の 面 積 の 約 3 / 4 を 占

め て い ま す 。  

② 気  候  一 般 に 寒 冷 で 、寒 暖 の 差 が 大 き い 大 陸 性 の 気 候 が 特 徴 。気 温 差

は 、 夏 と 冬 で 3 0～ 7 5℃ に 及 び ま す 。 シ ベ リ ア で は 厳 冬 期 の 平

均 気 温 が － 2 0～ 3 5℃ 、シ ベ リ ア 東 部 の 内 陸 部 で は 最 低 気 温 が －

5 0℃ に 達 す る こ と も あ り ま す が 、ヨ ー ロ ッ パ・ロ シ ア は 比 較 的

温 和 な 気 候 で す 。  

③ 面  積  1 , 7 0 7 万 5 , 4 0 0 ㎢ （ 世 界 の 約 ８ 分 の 1）  

     広 大 な 面 積 の た め 、西 の カ リ ー ニ ン グ ラ ー ド 州 と 東 の カ ム チ ャ

ツ カ 州 で は 、 1 0 時 間 の 時 差 が あ る 。  

④ 人  口  1 億 4 , 1 9 0 万 人 （ 2 0 0 9 年 1 1 月 ）  

（ 参 考 ： ソ 連 : 2 億 8 , 8 6 2 万 4 千 人 / 1 9 9 0 年 1 月 1 日 ）  

⑤ 首  都  モ ス ク ワ ／ 人 口 1 , 0 4 4 万 2 , 0 0 0 人 （ 2 0 0 7 年 4 月 1 日 時 点 ）  

⑥ 民  族  ロ シ ア 人 （ 8 0 %以 上 ）  

そ の 他 に ウ ク ラ イ ナ 人 、 チ ェ チ ェ ン 人 、 イ ン グ ー シ 人 、 オ セ ッ

ト 人 、 カ ル ム ィ ク 人 、 タ タ ー ル 人 、 バ シ キ ー ル 人 、 チ ュ ヴ ァ シ

人 、ト ゥ ヴ ァ 人 、サ ハ 人 、エ ヴ ェ ン キ 人 、タ イ ミ ル 人 、マ リ 人 、

モ ル ド ヴ ィ ン 人 、 カ レ リ ア 人 、 イ ヌ イ ッ ト 、 ド イ ツ 人 、 ユ ダ ヤ

人 、 高 麗 人 な ど 1 0 0 を 超 え る 多 民 族 国 家  

⑦ 言  語  ロ シ ア 語 （ 公 用 語 ） 、 ほ か 各 民 族 語  

⑧ 宗  教  ロ シ ア 正 教 、 イ ス ラ ム 教 、 ユ ダ ヤ 教 、 カ ト リ ッ ク 教 、 仏 教 な ど  

⑨ 経  済   

1） 名 目 Ｇ Ｎ Ｉ ： 9 , 6 2 0 米 ド ル ／ 人 （ 2 0 0 8 年 ）  

2） 経 済 成 長 率  

▲ 5 . 3％ （ 1 9 9 8 年 ）  6 . 4％ （ 1 9 9 9 年 ） 1 0 . 0％ （ 2 0 0 0 年 ）  

5 . 1％ （ 2 0 0 1 年 ）  4 . 7％ （ 2 0 0 2 年 ）  7 . 3％ （ 2 0 0 3 年 ）  
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7 . 2％ （ 2 0 0 4 年 ）  6 . 4％ （ 2 0 0 5 年 ）  7 . 4％ （ 2 0 0 6 年 ）  

8 . 1％（ 2 0 0 7 年 ）  5 . 6 %（ 2 0 0 8 年 ）▲ 8 . 9％（ 2 0 0 9 年 第 3 四 半 期 ） 

  3） 主 要 貿 易 品 目 （ 2 0 0 8 年 ）  

（ 1） 輸 出 ： 4 , 7 1 6 億 米 ド ル  

 （ 石 油 、 石 油 製 品 、 天 然 ガ ス 、 鉄 鋼 、 機 械 ・ 設 備 ）  

（ 2） 輸 入 ： 2 , 9 1 9 億 米 ド ル  

（ 機 械 ・ 設 備 、 自 動 車 、 食 料 品 、 医 薬 品 ）  

4） 主 要 貿 易 相 手 国 （ 2 0 0 9 年 ）  

上 位 か ら ド イ ツ 、 オ ラ ン ダ 、 中 国 、 イ タ リ ア 、 ウ ク ラ イ ナ 、  

ベ ラ ル ー シ 、 ト ル コ 、 日 本 、 米 国 、 ポ ー ラ ン ド 。  

    5 )  通 貨  ル ー ブ ル（ r u b l e / R U R )   1 ド ル ＝ 3 0 . 1 2 ル ー ブ ル（ 2 0 0 9 年 ） 

 

 

２ ． 好 調 な ロ シ ア 経 済  

1 9 9 9 年 以 降 、 ル ー ブ ル の 切 り 下 げ に よ る 民 間 最 終 消 費 の 拡 大 と 国 内 総

固 定 資 本 の 形 成 を 主 な 原 動 力 と し て ロ シ ア 経 済 は 大 き く 成 長 し 、 2 0 0 0 年

に G D P 1 0％ の 成 長 を 記 録 。 2 0 0 6 年 ま で 8 年 連 続 の 成 長 を 記 録 し ま し た 。

イ ン フ レ 率 も 、 現 在 は 新 生 ロ シ ア 誕 生 以 来 の 最 低 水 準 と な っ て い ま す 。  

ま た 、 ロ シ ア 政 府 は 経 済 構 造 改 革 を 積 極 的 に 進 め て お り 、 電 力 増 産 、 運 輸

イ ン フ ラ の 整 備 、資 源 の 効 率 利 用 、ハ イ テ ク お よ び ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー の 振

興 を 優 先 課 題 と し て 挙 げ て い ま す 。国 内 産 業 の 育 成 ・ 発 展 や 地 方 開 発 の た

め に 設 け ら れ る 経 済 特 区 は 、税 制 、関 税 お よ び 行 政 上 の 優 遇 措 置 を 認 め る

も の で 、 こ れ ま で に 「 技 術 導 入 特 区 」 （ 4 ヶ 所 ） 、 「 工 業 生 産 特 区 」 （ 2

ヶ 所 ） お よ び 「 観 光 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 特 区 」 （ 7 ヶ 所 ） が 指 定 さ れ ま し

た 。  

予 算 に つ い て は 、 2 0 0 8 年 よ り 3 ヶ 年 予 算 に 移 行 。 2 0 0 8 年 は 6 . 6 兆 ル ー ブ

ル （ 3 1 兆 円 ） 、 2 0 0 9 年 は 7 . 5 兆 ル ー ブ ル （ 3 5 兆 円 ） 、  2 0 1 0 年 は 8 . 1 兆

ル ー ブ ル （ 3 8 兆 円 ） と 計 画 さ れ て い ま す 。  

 

 

３ ． ア メ リ カ へ の 関 心  

   ① ア メ リ カ と の 友 好 関 係  

友 好 関 係 を 信 じ て い る  5％  冷 え て い る  2 6％  

非 常 に よ い  1 4％  緊 張 状 態 に あ る  1 3％  

よ い  9％  敵 対 的 で あ る  2％  

普 通  3 7％  
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② 両 国 間 の 最 も 懸 念 す る べ き 問 題  

解 答 な し  6 3％  

核 兵 器 問 題  8％  

経 済 問 題 と 現 在 の 世 界 的 金 融 危 機  6％  

オ ー ル ロ シ ア セ ン タ ー に よ る ロ シ ア で の 世 論 調 査 ( 2 0 0 9 年 )  

（ ロ シ ア の 1 4 0 の 町 で ラ ン ダ ム に 選 ば れ た 1 , 6 0 0 人 が 対 象 ）  

 

 

４ ． ロ シ ア と 日 本  

1 )  山 形 県 と の 関 わ り  

友 好 都 市  

ヤ ク ー ツ ク  ＝  村 山 市  

コ ル サ コ フ  ＝ 余 目 町  

ウ ラ ン ・ ウ デ  ＝  山 形 市  

ジ ェ レ ズ ノ ゴ ル ス ク ・ イ リ ム ス キ ー  ＝  酒 田 市  

 

 2 )  地 図 か ら 探 る 北 方 領 土 問 題  

① 各 国 の 世 界 地 図  

世 界 地 図 の 多 く は 、 北 方 領 土 を ロ シ ア の 領 土 と し て い る 。 ロ シ ア

が 領 有 し て い る が 日 本 が 抗 議 し て い る 旨 、記 載 さ れ て い る 地 図 も 少

な く な い 。 特 に 、 米 国 製 地 図 で は 日 本 が 抗 議 し て い る 旨 記 載 さ れ て

い る も の が 多 い 。  

 

  ( 1 ) B r i t a n n i c a  W O R L D  A T L A S  

（ ア メ リ カ 製 ・ 世 界 で 一 番 有 名 な 百 科 事 典 の 世 界 地 図 帳 ）  

    地 図 で は 、国 後・択 捉 島 の と こ ろ に 、K u r i l‘ s k i y e  O s t r o v a（ K u r i l  

I s l a n d s ） と 記 さ れ て い る 。 日 本 は サ ン フ ラ ン シ ス コ 条 約 で 千 島 列

島 ( K u r i l  I s l a n d s ) を 放 棄 し た 。 現 在 、 日 本 政 府 は 千 島 列 島 ( K u r i l  

I s l a n d s )に 北 方 領 土 は 含 ま れ な い と 説 明 し て い る 。 ブ リ タ ニ カ 世 界

地 図 で は 日 本 政 府 の 説 明 を 否 定 ・ 無 視 し て い る 。  

    国 後 ・ 択 捉 島 の 島 名 は ロ シ ア 語 表 記 の み 。 色 丹 島 、 志 発 島 は ロ シ

ア 語 表 記 に 加 え て 、 カ ッ コ 内 に 日 本 語 表 記 が あ る 。  

 

( 2 )オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 出 版 の 世 界 地 図 帳 （ イ ギ リ ス ）  

北 方 領 土 は ロ シ ア の 領 土 に な っ て い る 。 特 に 説 明 は 付 け ら れ て い
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な い 。 た だ し 、 国 境 線 は 点 線 に な っ て い る （ 国 境 未 確 定 を 示 す ） 。 

 

( 3 ) P h i l i p ' s  P o c k e t  W o r l d  A t l a s  

（ イ ギ リ ス 製 ・ 世 界 中 で よ く 使 わ れ て い る 世 界 地 図 の ポ ケ ッ ト 版 ）  

    す べ て の 地 図 で 、北 方 領 土 は ロ シ ア の 領 土 に な っ て い る 。特 に 説

明 は 付 け ら れ て い な い 。 た だ し 、 国 境 線 は 点 線 に な っ て い る （ 国 境

未 確 定 を 示 す ） 。  

 

( 4 )新 編 実 用 世 界 地 図 冊 /中 国 地 図 出 版 社 （ 中 国 製 の 世 界 地 図 ）  

日 本 以 外 の 地 図 で 、北 方 領 土 が 日 本 の 領 土 と な っ て い る 地 図 は ほ

と ん ど な い 。 こ れ は 、 中 国 の 地 図 で 、 珍 し い こ と に 、 北 方 領 土 を 日

本 の 領 土 と し て い る 。  

（ ロ シ ア の 占 領 中 で あ る と 記 さ れ て い る 。 ）  

中 国 の 地 図 で 、北 方 領 土 が 日 本 の 領 土 で あ る よ う に 描 か れ て い る

理 由 は 分 か ら な い が 、 日 本 の 地 図 を 参 考 に し て い る 可 能 性 が 高 い 。 

 

② 海 外 の ロ シ ア 地 図  

ロ シ ア 地 図 の 多 く は 、 北 方 領 土 を ロ シ ア の 領 土 と し て い る  

     E U R O  R O A D  A T R A S  R u s s i a（ ド イ ツ 製 ）  

r o a d  m a p  R u s s i a  C . S . I .（ オ ー ス ト リ ア 製 ）  

I n t e r n a t i o n a l  T r a v e l  M a p s  R U S S I A（ カ ナ ダ 製 ）  

R u s s i a  ( p o l i t i c a l )  

C a r t o g r a p h i a  W o r l d  T r a v e l  M a p （ ハ ン ガ リ ー 製 ）   

R u s s i a ’ s  a d m i n i s t r a t i v e  d i v i s i o n s .  （ ア メ リ カ 製 ）  

     ロ シ ア 地 図 の 多 く は 、北 方 領 土 を ロ シ ア の 領 土 と し て い る が 、こ

の 地 図 で は 、 1 9 4 6 年 に ソ 連 が 領 有 し た が 日 本 が 抗 議 し て い る 旨 、

記 載 さ れ て い る 。米 国 製 地 図 で は 、日 本 が 講 義 し て い る 旨 コ メ ン ト

さ れ て い る も の が 多 い 。   

 

③ 海 外 の 日 本 地 図  

    ロ シ ア 地 図 の 多 く は 、北 方 領 土 を ロ シ ア の 領 土 と し て い る が 、日

本 地 図 で は 、ロ シ ア が 領 有 し て い る が 日 本 が 抗 議 し て い る 旨 、記 載

さ れ て い る 地 図 も 少 な く な い 。  

P e r i p l u s  T r a v e l  M a p s  J a p a n  C o u n t r y  M a p（ シ ン ガ ポ ー ル 製 ） 

     （ こ の 地 図 で は 、 北 方 領 土 を ロ シ ア の 領 土 と し て い る ）  
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参 考 文 献 及 び 参 考 Ｕ Ｒ Ｌ  2 0 1 0 / 0 4 / 1 現 在  

・ 『 デ ー タ ブ ッ ク  オ ブ ザ ワ ー ル ド 』  二 宮 書 店  

・ 『 高 等 学 校  新 地 理 Ａ  初 訂 版 』  帝 国 書 院  

・ 外 務 省  ロ シ ア  

h t t p : / / w w w . m o f a . g o . j p / m o f a j / a r e a / r u s s i a / i n d e x . h t m l  

・ ウ ィ キ ペ デ ィ ア  フ リ ー 百 科 事 典  ロ シ ア  

  h t t p : / / j a . w i k i p e d i a . o r g / w i k i  

・ 在 日 ロ シ ア 連 邦 大 使 館  

h t t p : / / w w w . r u s s i a - e m b . j p /  

    ・ 北 方 領 土 問 題  

h t t p : / / w w w . n e . j p / a s a h i / c c c p / c a m e r a / H o p p o u R y o u d o /  

i n d e x H o p p o u . h t m  

  ・ 『 そ う だ っ た の か ！ ニ ュ ー ス 世 界 地 図 』  池 上 彰  

北 方 領 土 問 題 交 渉 、 ロ シ ア が 具 体 案  首 脳 会 談 で 「 独 創 的 ア プ ロ ー チ 」  

 鳩 山 由 紀 夫 首 相 と ロ シ ア の メ ド ベ ー ジ ェ フ 大 統 領 が 1 1 月 に シ ン ガ ポ

ー ル で 行 っ た 日 露 首 脳 会 談 で 、 ロ シ ア 側 が 北 方 領 土 問 題 の 解 決 へ 向 け た

「 独 創 的 ア プ ロ ー チ 」 の 具 体 案 を 提 示 し て い た こ と が 2 6 日 、 分 か っ た 。

日 露 両 政 府 は 内 容 を 明 ら か に し て い な い が 、 歯 舞 、 色 丹 ２ 島 の 返 還 を 前

提 に 国 後 、 択 捉 ２ 島 の 共 同 開 発 な ど を 進 め る 内 容 と み ら れ る 。 政 府 関 係

者 に よ る と 、 首 相 は 「 ２ 島 返 還 で は 理 解 で き な い 」 と 述 べ 、 日 本 側 が 受

け 入 れ 可 能 な 案 の 再 検 討 を 求 め た と い う 。  

 独 創 的 ア プ ロ ー チ は 麻 生 政 権 時 代 の 2 0 0 8 年 1 1 月 、メ ド ベ ー ジ ェ フ 大

統 領 が 検 討 を 表 明 し 、 日 本 側 が 具 体 案 の 提 示 を 求 め て い た 。 「 極 東 ・ 東

シ ベ リ ア の 発 展 は 国 家 発 展 の 最 優 先 課 題 」 と 位 置 付 け る 大 統 領 は 、 鳩 山

首 相 が 所 信 表 明 演 説 で 「 ア ジ ア 太 平 洋 の パ ー ト ナ ー 」 と し て 対 露 関 係 の

重 視 を 打 ち 出 し た こ と を 歓 迎 。 日 本 側 の 政 権 交 代 を 受 け て 具 体 案 を 示 し

た 形 と な り 、 外 務 省 幹 部 は 「 ロ シ ア 側 か ら 動 い て き た 点 は 前 向 き な サ イ

ン だ 」 と 領 土 交 渉 の 進 展 を 期 待 す る 。  

 た だ 、 首 脳 会 談 で 大 統 領 は 「 極 端 な 立 場 を 離 れ て 」 と 四 島 返 還 を 求 め

な い よ う け ん 制 。 首 相 も 「 ２ 島 返 還 を 超 え た 独 創 的 ア プ ロ ー チ を 期 待 し

て い る 」 と 歩 み 寄 り を 促 し 、 主 張 は 隔 た っ た ま ま だ 。  

 日 本 側 は 首 脳 、 外 相 レ ベ ル の 会 談 を 継 続 し 、 経 済 協 力 を テ コ に 受 け 入

れ 可 能 な 案 を 引 き 出 し た い 考 え 。 岡 田 克 也 外 相 が 2 7 日 か ら 訪 露 し 、 ロ

シ ア 側 の 出 方 を 探 る 。 【 毎 日 新 聞  2 0 0 9 年 】  


